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＊大学生以下（高等専門学校4年生以上、専門学校生を含む）の方は学生証の提示をお願いします。
＊高校生以下、障害者手帳（身体・療育・精神）の交付をうけている方と付添者の方１名は、無料で
す（要手帳提示）。
＊お得な年間パスポート（1,500 円）も販売中です。

 一　般 300（200）円    500（400）円 300（200）円 
 大学生 150（100）円    250（200）円 150（100）円

主催●長野県立歴史館　
協力●真田宝物館、台東区立書道博物館、驥山館　
後援●信濃毎日新聞社、朝日新聞長野総局、読売新聞長野支局、毎日新聞長野支局、
産経新聞社長野支局、中日新聞社、長野市民新聞社、市民タイムス、市民新聞グループ、長野日報社、
南信州新聞社、NHK長野放送局、SBC信越放送、NBS長野放送、TSBテレビ信州、abn長野朝日放送、
（一社）長野県ケーブルテレビ協議会、FM長野、FMぜんこうじ、屋代有線放送電話農業協同組合、
（公財）八十二文化財団

五
言
詩「
芳
春
麗
雲
物
」　
紙
本
墨
書　
千
曲
市
教
育
委
員
会
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観覧料● （ ）内は20名以上の団体料金
企画展区　分 企画展＋常設展・関連行事 常設展+関連行事
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　令和6（2024）年度は、
幕末の松代出身の儒学
者で洋学にも通じた佐
久間象山(しょうざん・
ぞうざん、1811～ 64）
の没後160年にあたり
ます。これを記念して、
象山の芸術家としての
側面に焦点を当てる本
展を開催いたします。
　象山は、学者・思想家
としてのみならず、中国
文化全般におよぶ深い
教養を持つ「文人」としても一流で、とりわけその書は
生前より高い評価を受けていました。遺墨は現在、地
元北信地域に数多く残されています。しかも、年代が
幼少期から晩年に及ぶため、象山があらゆる書法を体
得し深めていった過程をたどることができます。
　一方、象山を支えた八田家、関家など地元の有力者
など交流のあった人たちに宛てた書簡は、象山の日常
をうかがうのに有効なだけでなく、その人となりを彷
彿させる貴重な資料でもあります。
　本展では、多方面に活躍した象山の業績のうち、地
元に残された書画の代表作と、象山が深く傾倒した顔
真卿の作品や「石門頌」等の貴重な拓本と象山による
臨書を併せて展示いたします。加えて、私的な書簡と
関連する実物資料を合わせて紹介し、書法を厳格に
追究した幕末の文人としての側面と、日常を生きた人
間としての象山を身近に感じていただきます。

関連行事

トークセッション
１月25日（土）　13：00 ～14：30
登壇＝驥山館館長 川村龍洲 氏、
台東区立書道博物館学芸員 中村信宏 氏

講演会
２月15日（土）　13：00 ～14：30
講師＝真田宝物館館長 降幡浩樹 氏

 お問合せ

長野県立歴史館　Tel: (026) 274-3991（総合情報課）
Official website: https://www.npmh.net/
Email:  rekishikan-sogojoho@pref.nagano.lg.jp

左から、屋代高等学校、屋代南高等学校の作品展示

七言古詩「丹靑引贈曹將軍霸」　嘉永4年（1851）　藤屋御本陳蔵（部分）

「海舟書屋」 　嘉永5年（1852）　個人蔵・真田宝物館寄託

【左】 紙本水墨山水図　個人蔵
【右】 『省諐録』中之語「余二十以後乃知」　真田宝物館蔵　＊前期のみ展示

Website X

長野県立歴史館  

至長野至長野

387-0007
長野県千曲市大字屋代260-6
交通案内●　
長野自動車道「更埴」ICから車で
５分。
しなの鉄道「屋代」駅、「屋代高校
前」駅から徒歩25分。
高速道路バス停「上信越道屋代」
から徒歩5分。

※12月11日（水）から参加申し込み受付開始

高等学校書道班・書道同好会との共催企画

同時開催

「書家としての佐久間象山」

「佐久間象山研究の現在」

�
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中村不折 「佐久間象山像」　
大正2年（1913）　信濃教育博物
館蔵・信州高遠美術館寄託

がんしんけい せきもんしょう


